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上記課題に対応するため，本研究の目標は、個性（性格や価値観）
のユーザーモデルに基づく問題解決法がリコメンド（推薦・提案）
できる手法の開発である．特に，人間の個性をどのように数値化し
て推薦すべき特徴量としていくかが重要な研究コアとなる．

【研究背景】

【実施内容】

【期待される成果】

【研究目的】

COVID19感染症の拡散は世の中の仕組みを一新させた出来事であっ
た．特に教育や学習においてはWebやビデオを用いた方法が普及し
たが，一方でこの変化に対応できない若者が存在するため，個人の
特性に合った様々な自学自習方法の提供が求められている。

我々のアイデアを基に以下に示す事項を大学・高専連携で実施する．
・個人特徴として性格に注目して，その定量化法を検討する
・特徴的な学習能力（計算、記憶力）の定量化法を検討する
・両者の相関解析や因子分析を行い、性格に基づいた自主学習法を

推薦できるシステムを構築する

図1 自学自習

図2 本研究のアイデアと各種測定方法の確立

・個人の特性に適した自学自習手法を提案できるシステムの構築

・法人として大学と高専の連携を強化して有能な技術者育成を実現

・専攻科(実践力)と大学院(創造力)の学生のグローバル化を促進
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【研究体制】
都立大・高間研究室と高専・山本研をWeb会議で接続して，毎週行われる研究室
ミーティングやゼミに担当学生が参加することで，研究内容の打ち合わせだけで
なく，大学の研究推進のプロセスを学ぶことができた．また，定期的にお互いの
研究室の内容紹介など，高専と両学部の技術交流も実現することができた．
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図2 ビデオでの技術伝承
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アイデアに基づく推薦システムの評価を，都立大の支援を受けて短期間で実
施することができた．また，その成果を国際会議で発表して，海外の研究者
からも研究に対する客観的指導を受けることができた．代表学生は専攻科を
修了し、今後は国立大の大学院で研究継続する道に至る育成成果も得ている。

【研究成果】

【今後の予定】

【育成成果】

性格についてはYG性格検査を用いて定量化するとともに，学習能力については計
算と記憶能力に着目して，自作のWebアプリを通じて，定量化することができた．
得られた両者の情報は階層クラスタリングや因子分解を行うことで相関の高い特
徴量の選択が可能となった．抽出した因子ごとの相関関係を図3に示すが，計算記
憶の両者に関連のある気分の変化であったり，計算に関連が予想される攻撃性や、
記憶のみに関連が想定される協調性などの性格特徴を明らかにすることができた．

学校における勉学に対する自主学習の方法を，性格に基づき推薦するシステムを構築することができた．今後は応用分野を
技術伝承の自主学習などに適用できるよう，集中力や忍耐力などの個性を追加しつつ，多様な推薦方法を検討していく．
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図3 相関解析結果

図4 各種評価結果

この関係を用いることで，性格に基づいた学習方
法を推薦したときの評価を実施した．検証は実際
の学習方法と理想と考える学習方法のアンケート
に基づき実施したところ，我々が開発したシステ
ムは理想的な方法をうまく推薦で来ていることが
明らかとなった．また実際と理想が異なる部分に
注目して推薦することが有意義であると考える．


